
地域生活支援拠点等の整備について
背景：障がいのある人が安心して地域で生活できるように、身近な相談支援体制を整備するとともに、グループホームへの入
居体験、緊急時の受入体制の確保、コーディネーターの配置を行うなど、住まいを中心とした在宅支援を行うｌことが求
められています。

障がい者（介助者）が抱える不安 求められる機能

・相談機能⇒地域移行、親元からの自立等

・体験の機会、場の確保

⇒１人暮らし、グループホームへ移行

・緊急時の受入、対応

⇒ショートステイの利便性、対応力の向上

・専門性の向上⇒人材の確保・養成、連携等

・地域の体制づくり

⇒サービス拠点、コーディネーターの配置等

・主な介助者がいなくなった場合の生活の不安

・緊急時（急病、災害時）の対応の不安

・健康面での不安

・介助者のレスパイト

・虐待に対する一時避難先の確保

・親との同居

・１人暮らし

・グループホーム
生活介護・就労系等
・グループホーム
・ショートステイ

２４時間の相談・コーディネート

緊急時の対応
年間５件ほど 介助者の入院や

冠婚葬祭、レス
パイトなどへの
対応

相談支援専門員等
医療機関

連携

上小圏域

地域生活拠点（居住支援・地域支援）として面的に整備

グループホーム

ショートステイ
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